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Ｒ７勝山中学校スタート！
令和７年度が始まりました。４月７日に始業式、８日

には入学式を行い、生徒1５６名と教職員による、今年
度の新たな勝山中学校がスタートしています。
始業式での２年生・３年生の姿勢や表情からは、新年

度への新たな決意をうかがうことができ、大変嬉しく思
いました。
入学式では、５１名の新入生を迎えました。期待と不

安でドキドキしていたであろう新入生も、立派な態度で
式に臨むことができました。
１年生には、一日でも早く学校に慣れて、２年生・３

年生とともにしっかり頑張ってほしいと思います。
これらの式の中で、皆さんには次の三点についてお話ししました。

「夢や目標に向かって、粘り強く努力する生徒であってほしい」

自分の夢や目標を、ぜひ大切にしてください。自分自身が願う結果を求め
て、粘り強く挑戦を続けてほしいと思います。どんなときでも一生懸命取り
組む姿は、本当にかっこいいものです。やればできます。自分の限界を自分
で勝手に決めるのでなく、まずは「一生懸命になってみる」ことです。本校
の校訓は「考えよう・鍛えよう・やり遂げよう」。一人ひとりのやり遂げる姿
を見るのが今年も楽しみです。
「自他の個性を尊重し、互いに思いやることのできる生徒であってほしい」

私たちは、様々な個性を持つ人たちが集まって、一緒に学校を作っていき
ます。時には、自分と違う考え方に接することもあるでしょう。そんな時こ
そ、相手の立場に立って気持ちを想像してみてください。互いの違いを認め
合い、尊重し合うことで、友達とのより深い関係が築けるはずです。互いに
思いやる気持ちを持って、みんなが安心して過ごせる温かい学校にしていき
ましょう。
「自分の考えを持ち、それを明確に伝えられる生徒であってほしい」

皆さん、場面場面で、自分の思いや考えをはっきり表現できているでしょ
うか。苦手だという人もいるかもしれません。でも、自分の考えを堂々と発
信することは、今後の皆さんの人生の中でもとても大切なものになります。
自分の考えを文章にまとめる、話し合いに積極的に参加する、活動報告等で工夫を凝らす、様々な方法で
「伝える力」を磨いてください。人に伝えるにはまず自分の考えをはっきり持つことが大事。その材料と
なる知識は、日々の学習で多く身につきます。授業も大切にしていきましょう
この１年の皆さんの頑張り、活躍に大いに期待しています。

保護者･地域の皆様へ
校長の山﨑淸隆と申します。いよいよ新年度が始まりました。これからの１年、保護者の皆様、地
域の皆様との連携を大切にしながら、教育活動に最善を尽くしてまいりたいと存じます。本年度も、
これまでと変わらぬご支援ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。


